
古川 智映子 （ふるかわ・ちえこ） 

昭和７年、弘前市生まれ。日本文藝家協会会員。ヴィクトル・ユゴー文化賞受

賞。潮出版文化賞受賞。『小説土佐堀川・女性実業家広岡浅子の生涯』が、NHK

連続テレビ小説「あさが来た」の原案となった。ほかに『赤き心を・おんな勤王志士

松尾多勢子』、『風花の城・弘前城満天姫』、『一輪咲いても花は花・葛西善蔵と

おせい』、『氷雪の碑』、『性転換』等の著書がある。  

当館特別展「平成の青森文学」図録（平成 30 年 7 月 14 日発行）より  
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